
先日、旧知の元女子レスラー
が主宰した業界関係者向けの
「事故防止・救急対策セミナー」
に参加してきた。彼女自身、現
役時代の試合中に頭部を負傷
し、急性硬膜下血腫で危うく命

を落としかけたのだが、その後
も度々生死に関わる事故が発生
しながら、関係者の危機管理意
識は今も驚くほど希薄だ。
同セミナーで講演した救命救
急の専門医は、事故発生時の初
期対応と判断が後の明暗を分け

るとし、すべての関係者がリン
グ上で起こり得るケガや疾患の
知識を学び、適切な応急処置法
を身につけるべきと訴えた。
安全に思えるボウリング場に

も、マナー違反が引き起こすボ
ウラー同士の接触事故など、思

わぬ危険が潜んでいるし、ボウ
ラーが体調急変で昏倒すること
だってある。競技会スタッフや
センター従業員も救急対策を学
ぶべき。「公益社団法人」のプロ
協会と場協会にとっては、マス
トの義務ともいえるだろう。
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